
＜一年間大切にしたいことをお伝えします ＞ 
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令和５年４月１日 

目黒区立駒場保育園園長 

 

 

 入園、進級おめでとうございます。 

園庭の桜が満開になり、風に舞う花びらを追いかけたり、拾い集めたりして遊びに使っています。新入児を

迎え新しい年度が始まりました。保育園の一番大きいクラスになった年長ひまわり組は、受け継いだ朝の人数

報告当番をドキドキしながらも、誇らしげな表情で事務所に報告に来てくれます。一つ大きいクラスに進級し

た子どもたちも「今日から本物の〇〇ぐみだ」と嬉しそうに自分の場所を確認しながら支度をしています。 

子どもたち一人ひとりが毎日元気に登園し、のびのびと生活できるように、集団の中でも子どもの個人差に

配慮し、子どもの持っている力を十分に発揮できるよう援助していきます。また、お子さんの体調を看護師と

ともに把握しながら、安心安全に過ごせる保育園を目指し職員一同協力して保育を行っていきます。そして新

入児、進級児共に新しい環境に馴染み、保育士との関係をしっかりとつけていくように関わりを大切にしてい

きます。何かわからないことや、不明な点がありましたら園長、副園長、担任までお声掛けください。 

保護者の皆様のご理解ご協力をいただき、ともに子育てを楽しんでいけますよう今年度もどうぞよろしく

お願いいたします。 

 

入園説明会 

入園・進級お祝い会 

全体保護者会（後日お知らせします） 

身体計測・避難訓練 

 

 

 

 子どもたちが心身共に健康

に、安全に過ごせる場所にな

るよう取り組んでいきます。

保護者の方と一緒にお子様の

健やかな成長を見守りなが

ら、より豊かに健康を育んで

いけるような健康教育にも取

り組んでいきたいと思いま

す。いつでも気軽にお声掛け

頂けると嬉しいです。 

 

 安心・安全でおいしい給食

を作ります。食育では、子ども

たちの収穫物を調理して提供

します。旬の野菜や食材を見

て触れてもらい、食事の興味

へとつなげる工夫をします。

また、子どもたちとの触れ合

いを大切にし、食べる状況を

見て配慮した食事の提供をし

ていきます。 

 

 

 

 

 園庭と道路の掃除で朝が始

まります。登園する子どもた

ちと元気に挨拶を交わすこと

が楽しみです。園舎周りの防

犯にも気を配ります。そして

洗濯や各所の補修や補充、行

事の準備片づけなど子どもた

ちが快適に過ごせるよう、安

心、安全、きれいな園を目指し

て仕事をしていきます。 

 

 

 

 

 

 ☆ 心身共に健康で明るい子ども 

 ☆ 自主性と思いやりのある子ども 

 ☆ 意欲的に物事に取り組める子ども 

    

 

園目標 

  
 



 

  

歩いたり、走ったりが出来るようになり、

行動範囲が広がっていきます。好奇心も旺盛

になり“やってみたい、楽しそう”という気

持ちから、自分の周りにあるいろいろな物や

人への興味が出てきます。一緒に遊ぶ中で、

子どもたちの気づきに共感し、“これなに”に

応えながら世界を広げていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自己主張したり、葛藤したりする思いに寄

り添いながら、見通しが持てるような関わり

をしていきます。一人ひとりの気持ちを受け

止めながら、保育士とのやり取りを通して、自

分の思いを伝えたり、友達と関わろうとする

気持ちにつなげていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言葉で自分の気持ちを伝えながら相手の

思いにも気づけるように寄り添い、友達と

一緒に遊ぶことが楽しいと思えるようにし

ていきます。「自分でできる」「やってみよ

う」という意欲を大切にして自己を発揮で

きるよう援助していきます。 

 

友達との関わりが増え、言葉も巧みになっ

ていきます。時には思いがすれ違うこともあ

りますが、主張し合いやりとりをすることを

通して、自分の思いに折り合いをつけていく

過程を大切にしていきます。自然物や様々な

事に興味や関心を持ち遊ぶ中で、子どもの疑

問や不思議に感じた事に共感し一緒に考えて

いきます。 

 

 

 

 

 

 

 

              

遊びや活動がより楽しくなるためには

どうすれば良いか、子どもたちと話し合っ

ていきます。自分の思いを言葉で分かりや

すく伝えたり、友達の思いを受け入れたり

する中で子どもたちなりに工夫する経験

を重ねていきます。そして友達と力を合わ

せやり遂げた達成感や、仲間意識をはぐく

めるようにしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

             

子どもたちの眠い、お腹がすいた、見てみて

という沢山の思いを受け止めて、思いに応え

ていくことを日々重ねて、安心して過ごせる

ようにしていきます。保育士に甘え一緒にい

ろいろな物を見たり聞いたりすることで、季

節を感じ、周りに興味が広がるように一緒に

笑い共感し、保護者の方と成長を喜び合いた

いと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

  


